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豪雨災害（水害）を想定した
運転管理対応
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はじめに

度かの震災をزたちの記Աのൣғでもࢲ
経ݧしてきた一方、強大な勢力の風や線
状降水帯等の発生によって、時間に想定
を上回る߽Ӎに見われる現象がස発して
いる。地球温暖化による気象変化がةዧさ
れている状況で、廃棄物処理施設において
も自然災害に対する強ਟ化が求められてお
り、大地震への備えとともに水害への備え
も重要となっている。「廃棄物処理施設の
耐震・ਁ水対策の手引き」（令和４年11月：
環境省環境再生・資源循環局廃棄物適正推
進課）には、「廃棄物処理施設の耐震・ਁ
水対策に関して、十分な耐震設計が行われ
ていない事例や、ߑ水ਁ水想定区域内に所
在する廃棄物処理施設について必要なਁ水
対策が講じられていない事例が確認されて
いる。」とある。この手引きは主にごみম
٫施設を想定した事例等がまとめられてい
るため、本ߘでは既存のし処理施設（汚
ట再生処理センターを含む）を対象に、߽
Ӎ災害（水害）を想定した運転管理対応に
ついて準備すべき事項等を整理する。

豪雨災害（水害）の想定

廃棄物処理施設の耐震・ਁ水対策の手引
きには、ਁ 水に関するリスクについて、「①
ϋβードマップと立地場所、②ਁ水に対す
る࿐性（高さ）、③੬弱性（ਁ水対策の
有無）の３つの組み合わせで構成され、そ
れぞれのリスクへの対策のほかに、地震に
比べて事前に対策を講じることが可能な時
間࣠（ఱ気予報等の情報による事前対応な
ど）があることから、運用面での対応を含
めて検討することが重要となる。」とある。
水害を引きىこす൙ཞは、ਤ̍のとおり３
つのパターンとなる。一般に水害からイ
メージされる被害状態は施設へのਁ水とな
るが、施設がਁ水しなくとも周辺地域に水
害が発生するέースでىこりಘる状況と運
転管理対応についても想定しておく必要が
ある。

既存施設における水害対策

し処理施設を新設する場合、市区町村
等が࡞成するϋβードマップにより相応の
ਁ水防止対策を検討し、施設の建設計画に
反өすることになる。しかし、既にਁ水想
定区域に立地している施設の場合は、土地
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のਹ上げ、施設構造や設備配置の変更等に
よる根本的対策がࠔなため、現実的な止
水対策を施したうえで、一定規のਁ水も
想定し、被害を最খ限に抑えるための対策
が求められる。そのためには、ਁ水可能性
所のϐックΞップと当֘Օ所からのਁ水ݸ
を抑える対策を講じるとともに、ਁ水発生
時の排水対応も検討することになる。
①ハザードマップの確認

想定されるਁ水ਂさが、現実的な対策で
施設機能を維持できるものなのか、一定程
度のਁ水を見込ま͟るをಘないのか、施設
機能がఀ止するレベルなのか。また、ਁ水
の原因が1,000年に１度規の߽Ӎなのか、
波によるものなのか等。
②浸水対策個所のピックアップ

想定されるਁ水レベルに存在するあらゆ
る開口、ܺ間を点検して対策ݸ所をϐック
Ξップする。
・ シャッター、ݰ関ドΞ、ガラリ等のน開

口部
・ 階段、エレベータ、マシンϋッチ、配管

や電線類の設置スペース等のচ開口部
・ চ排水管、通気ダクト等、下部階と連བྷ

する設備開口部
・ 外部と連བྷする開์系配管類（์流配管、

オーόーフロー配管、電線管等）
③想定される被災設備と対応

想定ਁ水レベルより低いҐ置に設置され
ているすべての設備置、建築構造物が対
象となる。
・ 各種ポンプ、ഁࡅ機、コンプレッサ等の

機器類（特に電動機）、各種タンク類
・ 電動όルブ、電࣓ห、リϛットスイッチ、

電࣓流量計、各種ӷҐ計等
・ 動力制ޚ盤、ૢ࡞盤、電౮分電盤、PC

及び関連置類、コンセント、電౮スイッ
チ類

・ 建具や内材（นࢴ、カーペット等）、
給湯機等の設備
このうち、処理機能に大きく影響するの

は電気設備、電ࢠ機器類のਁ水となる。൚
用品であれば速やかな交換対応が可能とな
るが、動力制ޚ盤等の再製࡞が必要となる

図１　水害を引き起こす氾濫のパターン（気象庁HPより）
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場合、その復旧には数ϱ月から年単Ґの時
間を要することになるため、被災程度に
よっては、ఀ止期間中の処理を外部にґཔ
する等、広域的な対応も必要となる。
④浸水防止対策目標

施設機能の維持を目標とするのか、一時
的に機能ఀ止しても早期復旧を可能にする
のか、想定するਁ水ਂさとਁ水原因によっ
て対策目標を設定し、対策費用面を含めた
現実的な対応を検討する。また、タンク類
のු上やༀ品類やݥة物が流出しないよう
対策することも安全管理上、重要である。
⑤浸水可能性個所の止水対応
・ น等開口部に設置可能な脱着型止水൘が

現実的な対策となΖう。防水シャッター
や防水ドΞ等の建具型止水置の導入に
ついては、設置部の構造、整備費用と維
持管理性を含めての検討となる。

・ 開์系配管類や電線管からのਁ水防止に
関してはۥ、 体؏通部のシール、ٯ止ห、
配管内防水シール等が検討できる。

・ 地階等へのਁ水量が想定できるのであれ
ば、ਁ水量を上回る量を施設外に排水で
きるポンプを用ҙすることも有効である。

施設周辺地域の水害対応想定

施設のਁ水対策とともに、周辺地域に水
害が発生した場合の対応を想定し、必要な
対策を施す。
①放流先の状態把握

多くのし処理施設は์流水を河川等の
公共水域に排出しているが、増水による水
Ґ上ঢや土࠭ଯ積等によってスムーズな์
流がげられるέースがある。このため、
์流先の状態把握は水害発生時のリスクと
してཹҙしておく必要がある。自然流下に
よる์流の場合は、ポンプ์流への替え
等、์流先の状態に応じて設備的対策も検
討する。

また、下水道と連携しているし処理施
設では、下水道終末処理場や下水道管ڎに
水害が発生した場合、多くのέースでは์
流ࠔとなるため、代替処置を検討、準備
しておく必要がある。
②浸水した便槽や浄化槽の清掃対応

ฏ成17年６月策定「水害廃棄物対策指針」
（環境省廃棄物対策課）には、「水害廃棄物
は衛生上の؍点から、ਁ水が解消された直
後から収ूを開始することが望ましく、特
にくみ取りศ所のศ槽や浄化槽はচ下ਁ水

表１　 水害発生時の処理計画策定にあたっての留意事項と施設側に求められる対応
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程度の被害であっても水したり、槽内に
Ӎ水・土࠭等が流入したりすることがある
ので迅速なਗ਼、周辺の消ಟ対応が必要と
なる。そのため、事前にし関係の処理計
画を策定しておくことが必要である。」と
ある。また、市町村がし処理計画を策定
する際には表̍の事項にཹҙが必要として
いるが、施設ଆにおいても必要な維持管理
対応が求められることになる。
③収集運搬車両の被災回避

迅速な収ूを行うためには、一定数の
収ू運ൖ車両がෆ可ܽとなる。このため、
水発生時のற車場所の被害の有無を想定ߑ

し、その想定に応じたਁ水対策やୀ避場所
の確保にめる。収ू運ൖをڐ可もしくは
委ୗしている場合は、当֘業者と協力し対
応を図ることになる。

水害に対する運転管理対応

߽Ӎ災害（水害）を想定した運転管理対
応事項は表 ùのようになるが、施設の立地、
周辺地域の状況、運転管理体制等、種ʑの
条件をצ案して具体化することが求められ
る。

表 2　 豪雨災害（水害）を想定した運転管理対応事項
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和４年11月）ʤ環境省環境再生・資源循環局廃
棄物適正推進課ʥ

・ 水害廃棄物対策指針（ฏ成17年６月）ʤ環境省
大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 廃棄物対
策課ʥ

・ 災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手
引き（令和３年３月改定）ʤ環境省環境再生・
資源循環局ʥ

・ 水害൛BCP࡞成の手引き（令和３年൛）ʤ国土
交通省州整備局雄河川事務所ʥ

・ 過去の災害別資料ʤ災害廃棄物情報プラット
フォームʥ

・ 建築物における電気設備のਁ水対策ガイドライ
ン（令和２年６月）ʤ国土交通省住宅局建築指
導課ʥ

・ 市町村のための水害対応手引き（令和３年５月）
ʤ内閣府ʥ

・ 自然災害対策について（容器流出対策など）報
告（2020年12月11日）ʤ経済産業省産業保安グ
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【テーマ】
　調査ڀݚ、新技術հ等の有用な情報を含
む、環境全般（生活衛生、廃棄物処理・リサ
イクル、環境保全等）が対象です。ただし、
他の出൛物等に発表されていないものに限り
ます。
【分量】
　3,000ʙ4,000ࣈ程度。その他、必要に応じ
て図・表・ࣸਅ５点程度。
【掲載】
　h 生活と環境ʱฤू部による審査に基づき࠾
൱を決定し、ࡌܝが決定した場合には投ߘ者
へご連བྷいたします。なお、その際に原ߘの
ิ・加ච等をおئいすることがご͟います。

【原稿料】
料を追っߘについては、規定の原ߘ原ࡌܝ　
てお支いいたします。

【お問い合わせ・原稿送付先】
˟210�0828　
　ਆಸ川県川࡚市川࡚区࢛୩上町10�６

（一財）日本環境衛生センター
ʰ生活と環境ʱฤू部
5FM：044�288�4967　'aY：044�288�5217
E�NaJM：ThVQQan!KFTD.PS.KQ

『生活と環境』では、環境全般（生活衛生、廃棄物処理・
リサイクル、環境保全等）に関する原稿を募集しています
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